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不　　老 第₅50 号平成25 年（20�3 年）5 月 5 日

「不老」は家族・親族（同意者）に回覧しましょう。

篤
志
解
剖
全
国
連
合
会

第
四
十
三
回
総
会

　

篤
志
解
剖
全
国
連
合
会
第
四
十
三
回

総
会
は
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
七
日

（
水
）、
香
川
県
高
松
市
の
サ
ン
ポ
ー
ト

ホ
ー
ル
高
松
第
一
小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
。
全
国
か
ら
代
表
者
が
多
数
集
ま
り
、

本
会
か
ら
は
北
村
理
事
長
、
久
野
博
足

常
務
理
事
、
土
屋
事
務
長
が
参
加
し
た
。

　

総
会
は
大
谷
修
会
長
の
あ
い
さ
つ
で

始
ま
り
香
川
県
知
事
を
始
め
多
数
の
来

賓
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

次
い
で
、
議
長
に
香
川
大
学
白
菊
会

理
事
長
の
清
水
勇
三
氏
を
選
出
し
て
報

告
事
項
に
入
っ
た
。
続
い
て
、
協
議
事

項
に
入
り
平
成
二
十
四
年
度
収
支
決
算

と
平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画
及
び
収

支
予
算
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　

最
後
に
来
年
の
第
四
十
四
回
総
会
の

開
催
大
学
で
あ
る
自
治
医
科
大
学
の
野

田
康
子
教
授
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
平
成

二
十
六
年
三
月
二
十
六
日
（
水
）
に
栃

木
県
の
自
治
医
科
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
三
十
七
回
篤
志
解
剖
全
国
連
合
会

団
体
部
会
・
大
学
部
会
合
同
研
修
会

　

篤
志
解
剖
連
合
会
（
大
谷
修
会
長
）

を
構
成
す
る
団
体
部
会
と
大
学
部
会
の

合
同
研
修
会
が
平
成
二
十
五
年
三
月

二
十
六
日
（
火
）、
香
川
県
高
松
市
の

サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松
第
一
小
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
。
全
国
か
ら
多
数
の

参
加
者
が
あ
り
本
会
か
ら
は
北
村
理
事

長
、
久
野
博
足
常
務
理
事
、
土
屋
事
務

長
が
出
席
し
た
。

　

な
お
、
来
年
は
平
成
二
十
六
年
三
月

二
十
五
日
（
火
）
に
栃
木
県
の
自
治
医

科
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
る
。

研
修
会
で
は
始
め
に
、
第
六
回
「
篤
志

献
体
賞
」
が
元
参
議
院
議
員
宮
崎
秀
樹

氏
に
授
与
さ
れ
た
。
氏
は
所
要
の
た
め

本
日
欠
席
さ
れ
た
の
で
後
日
役
員
か
ら

手
渡
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

次
い
で
、「
献
体
登
録
業
務
の
現
況
と

問
題
点
」
と
題
し
て
寺
島
俊
雄
神
戸
大

学
医
学
部
教
授
か
ら
講
演
が
あ
っ
た
。

寺
島
教
授
は
篤
志
連
合
会
か
ら
調
査
を

依
頼
さ
れ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
を
作
成

し
て
全
国
の
医
科
大
学
八
十
校
と
歯
科

大
学
二
十
九
校
の
合
計
百
九
校
を
対
象

に
全
国
ア
ン
ケ
ー
ト
を
電
子
メ
ー
ル
に

よ
り
行
い
そ
の
結
果
が
報
告
さ
れ
た
。

　

こ
の
結
果
内
容
は
献
体
に
係
る
関
係

者
及
び
実
務
担
当
者
に
と
っ
て
非
常
に

参
考
に
な
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。（
詳

し
く
は
「
篤
志
献
体
」
第
五
十
五
号
を

お
読
み
く
だ
さ
い
。
冊
子
は
事
務
所
に

あ
り
ま
す
。）

　

も
う
ひ
と
つ
は
「
わ
が
国
の
医
学
の

歴
史
と
献
体
」
と
題
し
て
坂
井
建
雄

順
天
堂
大
学
医
学
部
教
授
か
ら
講
演
が

あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
及
び
日
本
の
人

体
解
剖
の
歴
史
、
献
体
運
動
の
歩
み
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

大
垣
・
養
老
・
揖
斐
本
巣
合
同
会
員
集
会

大
垣
地
区
代
表　

田
渡　

英
男

　

二
月
十
七
日
（
日
）
大
垣
市
三
城
地

区
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
合
同
の
集
ま

り
を
開
き
ま
し
た
。
質
疑
応
答
、
会
員

相
互
交
流
の
後
、
講
師
に
磯
村
源
蔵
先

生
を
迎
え
「
医
食
の
お
話
」
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
出
席
者
三
十
一
名
。

総会・研修会参加の北村理事長と久野常務理事

大垣・養老・揖斐本巣合同会員集会
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不　　老第₅50 号 平成25 年（20�3 年）5 月 5 日

医学教育のため献体し、目の不自由な方に角膜を捧げる。	 公益財団法人　不　老　会

平
成
二
十
四
年
度
第
七
回
理
事
会

（
平
成
二
十
五
年
三
月
五
日
開
催
）
報
告

　

平
成
二
十
四
年
度
収
支
補
正
予
算

（
案
）、
平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。
入
会

者
の
年
齢
（
現
行
六
十
歳
以
上
）
引
き

下
げ
の
検
討
提
案
、募
金
箱
の
設
置
増
、

大
学
委
員
会
へ
の
大
学
事
務
局
員
入
り

の
検
討
、
等
が
話
し
合
わ
れ
た
。
ま

た
、平
成
二
十
五
年
度
収
支
予
算
（
案
）

の
審
議
中
、
啓
蒙
宣
伝
費
を
利
用
し
不

献
体
防
止
の
為
の
ポ
ス
タ
ー
型
カ
レ
ン

ダ
ー
を
作
成
し
て
は
ど
う
か
と
の
提
案

が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
四
年
度
第
三
回
評
議
員
会

（
平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日
開
催
）
報
告

　

評
議
員
十
四
名
中
十
三
名
の
出
席
を

得
、
選
出
さ
れ
た
田
澤
評
議
員
を
議
長

と
し
審
議
が
行
わ
れ
た
。
平
成
二
十
四

年
度
収
支
補
正
予
算
（
案
）、
平
成

二
十
五
年
度
事
業
計
画
（
案
）、
及
び
同

収
支
予
算（
案
）は
何
れ
も
議
決
さ
れ
た
。

ま
た
、
理
事
会
に
て
推
挙
さ
れ
た
横
井

武
志
氏
を
新
理
事
と
し
て
承
認
し
た
。

お
知
ら
せ

　

星
城
大
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

部
、
及
び
星
城
大
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
院
か
ら
解
剖
見
学
実
習
の
お

礼
と
共
に
沢
山
の
学
生
達
の
感
想
文
が

届
い
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
紙
面
の
都

合
上
、
掲
載
で
き
ま
せ
ん
が
、
次
号
以

降
、
適
宜
掲
載
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
広
報
委
員
会
）

◎
紙
面
の
都
合
上
「
委
員
会
だ
よ
り
」

は
今
回
お
休
み
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。 

（
広
報
委
員
会
）

（
五
十
音
順
）

―

俳　
　

句―

○
こ
の
坂
も
自
然
歩
道
や
薄
暑
来

東
区
地
区　

大
塚　

方
子

○
子
供
等
が
走
る
憲
法
記
念
の
日

知
多
南
部
地
区　

川
井　

正
彦

○
盥
水
笑
っ
て
亀
は
泳
ぎ
だ
し

飯
田
市　

林　

梅
翁

―

短　
　

歌―

○
余
生
を
ば
充
た
し
て
く
れ
し
妻
鉹

　

我
に
先
立
つ
昇
天
寂
し

一
宮
市
地
区　

入
山　

守
介

※
永
年
文
芸
欄
に
投
稿
頂
い
た
入
山
鉹

様
が
、
去
る
平
成
二
十
五
年
二
月

十
五
日
永
眠
な
さ
い
ま
し
た
。
合
掌

会　

員　

投　

稿

平成 24年度第 3回評議員会

＜不老カレンダー＞
月　日 曜 行催事名および内容

5 月 �0 日 金 献体の塔　清掃
〃 〃 第 � 回理事会

5 月 �5 日 水 第 3� 回献体者顕彰式　第 2� 回ご名札納め式
5 月 �7 日 金 尾北地区　春の集い
5 月 �� 日 日 愛知西部地区　会員の集い
5 月 2� 日 火 第 � 回評議員会

〃 〃 常務理事会
5 月 24 日 金 名古屋ブロック　不老会のつどい
5 月 3� 日 金 藤田保健衛生大学　会員の集い　慰霊祭
6 月 6 日 木 知多連絡会
6 月 � 日 日 豊橋市　会員の集い
6 月 �� 日 火 一宮市地区　会員の集い
6 月 �� 日 水 美濃ブロック　会員の集い




